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一　

は
じ
め
に

　

平
成
二
七
年
は
、
企
業
開
示
行
政
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
な
一
年
と
な
っ
た
。
日
本
再
興
戦
略
を
受
け
、
六

月
に
は
、「
攻
め
の
経
営
の
促
進
」
に
向
け
て
、「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
の
適
用
が
開
始
さ

れ
、
企
業
と
投
資
家
の
建
設
的
な
対
話
を
促
進
す
る
観

点
か
ら
、
情
報
開
示
ル
ー
ル
の
見
直
し
も
着
手
さ
れ

た
。
会
計
基
準
を
め
ぐ
っ
て
は
国
際
会
計
基
準
の
任
意

適
用
企
業
が
着
実
に
増
加
し
た
一
方
、
人
材
育
成
等
、

課
題
も
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
月
に
は
東
芝
の
不
正

会
計
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
、
証
券
市
場
、
そ
し
て
日

本
社
会
が
、
再
び
有
価
証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載
、
そ

し
て
会
計
監
査
を
め
ぐ
る
課
題
と
直
面
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
昨
年
一
年
間
の
企
業
開
示
行
政
を
め
ぐ

る
動
き
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
平
成
二
八
年
の
課
題

を
ご
紹
介
し
た
い
。

二　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

１　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定

　

咋
年
三
月
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー

ド
の
策
定
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」（
座
長
・
池
尾
和

人
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
、
事
務
局
・
金
融

庁
、
東
京
証
券
取
引
所
）
は
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
コ
ー
ド
原
案
」（
以
下
「
コ
ー
ド
原
案
」
と
い

う
）
を
確
定
・
公
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
各
証
券

取
引
所
は
、
関
連
す
る
上
場
規
則
等
の
改
正
を
行
い
、

昨
年
六
月
よ
り
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー

ド
」（
以
下
「
コ
ー
ド
」
と
い
う
）
の
適
用
が
開
始
さ
れ

た
。

　

コ
ー
ド
原
案
に
お
い
て
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
」
と
は
、
企
業
が
、
株
主
を
は
じ
め
顧
客
・
従
業

員
・
地
域
社
会
等
の
立
場
を
踏
ま
え
た
上
で
、
透
明
・

公
正
か
つ
迅
速
・
果
断
な
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の
仕

組
み
と
さ
れ
て
い
る
。
実
効
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
実
現
に
資
す
る
主
要
な
原
則
を
と
り
ま
と

め
た「
コ
ー
ド
」
が
適
切
に
実
践
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

各
上
場
企
業
に
お
い
て
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な

企
業
価
値
の
向
上
の
た
め
の
自
律
的
な
取
組
み
が
行
わ

れ
、
企
業
、
投
資
家
、
ひ
い
て
は
経
済
全
体
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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２　

コ
ー
ド
へ
の
対
応
状
況

　

コ
ー
ド
の
適
用
開
始
を
受
け
、
東
京
証
券
取
引
所
上

場
企
業
で
は
、
昨
年
八
月
末
ま
で
に
一
一
一
社
が
、

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
」
に
よ
り
、

コ
ー
ド
へ
の
対
応
状
況
の
開
示
を
行
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
市
場
第
一
部
・
第
二
部
の
六
八
社
に
つ
い
て
み
る

と
、
全
原
則
を
「
コ
ン
プ
ラ
イ
（
実
施
）」
し
て
い
る
企

業
が
六
割
と
な
っ
た
。
ま
た
、
七
三
原
則
の
う
ち
三
九

原
則
は
全
社
が
実
施
し
て
お
り
、
一
部
の
企
業
が
「
エ

ク
ス
プ
レ
イ
ン
（
説
明
）」
し
て
い
る
原
則
に
つ
い
て

も
、「
今
後
、
実
施
の
予
定
」
と
す
る
説
明
が
約
半
分
と

な
っ
て
い
る
。
六
月
に
株
主
総
会
を
行
う
企
業
の
報
告

書
の
提
出
期
限
は
コ
ー
ド
適
用
初
年
度
に
お
い
て
は
一

二
月
と
さ
れ
て
お
り
、
上
場
企
業
全
体
が
コ
ー
ド
を
い

か
に
適
用
し
て
い
る
か
を
俯
瞰
す
る
た
め
に
は
今
後
の

と
り
ま
と
め
を
待
つ
必
要
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
順

調
な
滑
り
出
し
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

た
と
え
ば
、
コ
ー
ド
の
検
討
過
程
で
特
に
議
論
さ
れ

た
社
外
取
締
役
の
選
任
に
つ
い
て
み
る
と
、
東
京
証
券

取
引
所
が
七
月
末
に
そ
の
上
場
企
業
に
お
け
る
社
外
取

締
役
の
選
任
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
公
表
し
て
い

る
。
調
査
に
よ
れ
ば
、

・
社
外
取
締
役
を
選
任
す
る
市
場
第
一
部
の
上
場
企
業

の
比
率
は
前
年
よ
り
二
割
増
え
、
九
割
を
超
え
、

・
「
独
立
」
社
外
取
締
役
を
選
任
す
る
企
業
は
前
年
の

六
割
か
ら
約
三
割
増
え
、
九
割
に
近
づ
き
、

・
コ
ー
ド
の
原
則
で
あ
る
、
二
名
以
上
の
独
立
社
外
取

締
役
の
選
任
に
つ
い
て
も
、「
実
施
」
企
業
が
前
年
か

ら
倍
増
し
、
ほ
ぼ
五
割
と
な
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で

に
提
出
さ
れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告

書
に
お
い
て
は
、
未
実
施
の
企
業
の
多
く
が
「
今
後
、

実
施
の
予
定
」
と
し
て
い
る

な
ど
、
独
立
社
外
取
締
役
に
関
連
す
る
取
組
み
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
コ
ー
ド
の
検
討
過
程
で
同
様
に
議
論
と
な
っ

た
株
式
の
政
策
保
有
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
に
提
出
さ
れ

た
報
告
書
の
内
容
を
み
る
と
、

・
政
策
保
有
を
し
て
い
な
い
と
す
る
企
業
も
あ
る
が
、

多
く
の
企
業
は
保
有
を
前
提
に
保
有
方
針
を
示
し
て

い
る
、

・
保
有
方
針
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
な
方
針
と
し
て
原

則
不
保
有
ま
た
は
解
消
の
方
向
性
を
打
ち
出
す
企
業

も
あ
る
が
、
多
く
は
方
向
性
を
示
し
て
い
な
い
、

・
一
方
、
個
別
の
株
式
の
保
有
を
判
断
す
る
方
針
と
し

て
は
総
じ
て
経
済
合
理
性
で
判
断
す
る
、

と
さ
れ
て
お
り
、
上
場
企
業
が
経
済
合
理
性
が
な
い
株

式
の
政
策
保
有
を
続
け
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
た
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
株
式
の
政
策
保
有
を
行
う
上

で
の
経
済
合
理
性
と
は
何
か
、
が
議
論
と
な
っ
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
。

３　
「
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と

「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ー
ド
は
順
調
に
実
施
段
階
に
入
っ

て
き
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
、
会
社
の
あ
り
方
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
コ
ー
ド
に
お
い
て
示
さ
れ
る
各
原
則
の

適
用
の
態
様
も
、
当
該
会
社
の
企
業
理
念
や
な
り
た

ち
、
会
社
を
取
り
巻
く
環
境
、
こ
れ
に
対
す
る
戦
略
、

業
種
、
規
模
、
事
業
特
性
等
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
異

な
り
得
る
。
こ
う
し
た
点
に
鑑
み
、
コ
ー
ド
は
、
会
社

が
と
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
詳
細
に
規
定
す
る
「
ル
ー

ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」（
細
則
主
義
）
で
は
な
く
、

会
社
が
各
々
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
、
実
効
的
な

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
い
わ
ゆ
る
「
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
・
ア

プ
ロ
ー
チ
」（
原
則
主
義
）
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
意

義
は
、
一
見
、
抽
象
的
で
大
掴
み
な
原
則
（
プ
リ
ン
シ

プ
ル
）
に
つ
い
て
、
関
係
者
が
そ
の
趣
旨
・
精
神
を
確

認
し
、
互
い
に
共
有
し
た
上
で
、
各
自
、
自
ら
の
活
動

が
、
形
式
的
な
文
言
・
記
載
で
は
な
く
、
そ
の
趣
旨
・

精
神
に
照
ら
し
て
真
に
適
切
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と

に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
コ
ー
ド
に
定
め
る
各
原
則
の
適

用
の
仕
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
自
ら
の
置
か
れ
た

状
況
に
応
じ
て
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
コ
ー
ド
の
原
則
の
中
に
、
自
ら
の
個
別
事
情
に

照
ら
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
と
考
え
る
原

則
が
あ
れ
ば
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ

イ
ン
」（
原
則
を
実
施
す
る
か
、
実
施
し
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
か
）
の
考
え
方
に
従
い
、

原
則
を
実
施
し
な
い
代
わ
り
に
「
実
施
し
な
い
理
由
」

を
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
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４　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
及
び
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
会
議

　

昨
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
日
本
再
興
戦
略
』

改
訂
二
〇
一
五
」
に
お
い
て
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド

（
以
下
、
あ
わ
せ
て
「
両
コ
ー
ド
」
と
い
う
）
が
車
の
両

輪
と
な
っ
て
、
投
資
家
側
と
会
社
側
双
方
か
ら
企
業
の

持
続
的
な
成
長
が
促
さ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
そ
の
普

及
・
定
着
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
昨
年
九
月
に
公
表
さ
れ
た
「
金
融
行
政
方
針
」
に

お
い
て
は
、
両
コ
ー
ド
の
策
定
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス

タ
ー
ト
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
高
い
割
合

で
の
「
実
施
」
の
中
に
は
形
式
的
な
対
応
も
み
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
さ
ら
に
「
形
式
」
か
ら
「
実
質
の
充
実
」

へ
と
次
元
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
両
コ
ー
ド
の
普
及
・
定
着
状
況
を
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
上
場
企
業
全
体
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
た
議
論
や
提
言

な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
八
月
、「
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
及
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」（
以

下
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」
と
い
う
。
図
表
１
参
照
）
が

設
置
さ
れ
た
。

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
は
、
九
月
よ
り
、
月
一
回
程

度
の
頻
度
で
こ
れ
ま
で
に
四
回
、
開
催
さ
れ
て
き
て
お

り
、

①　

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
強
化
が
形
式
だ
け
で
な
く
、

実
質
を
伴
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
、

②　

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
強
化
が
中
長
期
的
に
経
済
の

好
循
環
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る

か
、

③　

企
業
と
投
資
家
の
対
話
が
建
設
的
な
形
で
進
ん
で

い
る
か
、

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
上
場
企
業
に
よ
る

コ
ー
ド
へ
の
対
応
状
況
と
会
議
の
運
営
方
針
、
取
締
役

会
の
役
割
、
経
営
陣
ト
ッ
プ
の
選
解
任
、
株
式
の
政
策

保
有
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
て

い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
主
と
し
て
第
一
回
に
議
論
さ
れ
た
コ
ー

ド
へ
の
対
応
状
況
と
会
議
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
意

見
書
が
ま
と
め
ら
れ
、
公
表
さ
れ
た
。
意
見
書
で
は
、

・
高
い
「
実
施
」
率
に
つ
い
て
真
に
実
質
を
伴
っ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
、
企

業
と
投
資
家
と
の
間
の
対
話
に
お
い
て
も
深
度
あ
る

建
設
的
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
、
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バナンス・コードのフォローアップ会議（平成27年
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メンバー　岩間　陽一郎　�一般社団法人日本投資顧問業協会会

長
　　　　　上田　亮子　　㈱日本投資環境研究所主任研究員
　　　　　内田　章　　　東レ㈱常務取締役
　　　　　江良　明嗣　　�ブラックロック・ジャパン㈱運用部

門コーポレート・ガバナンス・チー
ム責任者　ヴァイス・プレジデント

　　　　　小口　俊朗　　�ガバナンス・フォー・オーナーズ・
ジャパン㈱代表取締役

　　　　　川北　英隆　　京都大学大学院経営管理研究部教授
　　　　　川村　隆　　　㈱日立製作所相談役
　　　　　神作　裕之　　�東京大学大学院法学政治学研究科教

授
　　　　　神田　秀樹　　�東京大学大学院法学政治学研究科教

授
　　　　　スコット キャロン　�いちごアセットマネジメント㈱

代表取締役社長
　　　　　高山　与志子　�ジェイ・ユーラス・アイアール㈱マ

ネージング・ディレクター　取締役
　　　　　武井　一浩　　弁護士（西村あさひ法律事務所）
　　　　　田中　正明　　㈱三菱東京ＵＦＪ銀行上級顧問
　　　　　佃　秀昭　　　エゴンゼンダー㈱代表取締役社長
　　　　　冨山　和彦　　㈱経営共創基盤代表取締役ＣＥＯ
　　　　　西山　賢吾　　�野村證券㈱エクイティ・リサーチ部

シニアストラテジスト
オブザーバー　竹林　俊憲　　法務省民事局参事官
　　　　　川村　尚永　　�経済産業省経済産業政策局産業組織

課長
（敬称略）

事 務 局　金融庁，㈱東京証券取引所
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と
し
つ
つ
、

・
形
だ
け
実
施
す
る
よ
り
も
、
実
施
し
て
い
な
い
理
由

を
積
極
的
に
説
明
す
る
ほ
う
が
評
価
に
値
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
い
、

・
現
状
で
は
実
施
し
な
い
ほ
う
が
企
業
価
値
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
い
っ
た
形
で
の
踏
み
込
ん
だ
説
明
が
足

り
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、

・
実
施
し
つ
つ
、
あ
わ
せ
て
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い

て
説
明
す
る
こ
と
は
投
資
家
と
の
建
設
的
な
対
話
に

資
す
る
、

と
い
っ
た
会
議
で
の
指
摘
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、

以
上
の
論
点
や
、
機
関
投
資
家
と
上
場
企
業
の
対
話
の

あ
り
方
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
く

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
議
論
が
、
両
コ
ー
ド

の
普
及
・
定
着
、「
実
質
の
充
実
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く

よ
う
、
事
務
局
と
し
て
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。
な

お
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
は
、
今
後
の
会

合
に
お
い
て
議
論
・
検
証
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る

事
項
、
そ
の
他
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
さ
ら

な
る
充
実
等
に
関
し
て
、
内
外
に
広
く
意
見
を
募
集
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
稿
読
者
の
皆
様
か
ら
も
是

非
、
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

三　

企
業
の
情
報
開
示
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
二
〇
一
五
」
に
お
い
て
は
、

企
業
と
投
資
家
・
株
主
が
、
中
長
期
的
な
成
長
に
向
け

て
、
建
設
的
な
対
話
を
行
う
観
点
か
ら
、
企
業
の
情
報

開
示
に
つ
い
て
、
投
資
家
が
必
要
と
す
る
情
報
を
効
果

的
か
つ
効
率
的
に
提
供
す
る
観
点
か
ら
の
見
直
し
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
一
〇
月
、
第
三
五
回
金
融
審
議
会

総
会
・
第
二
三
回
金
融
分
科
会
合
同
会
合
が
開
催
さ

れ
、
麻
生
金
融
担
当
大
臣
よ
り
、「
企
業
の
情
報
開
示
の

あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
」
と
し
て
、「
企
業
と
投
資
家

の
建
設
的
な
対
話
を
促
進
す
る
観
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、

投
資
家
が
必
要
と
す
る
情
報
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

提
供
す
る
た
め
の
情
報
開
示
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
幅

広
く
検
討
を
行
う
こ
と
」
と
の
諮
問
が
な
さ
れ
た
。
諮

問
を
受
け
て
、
神
田
秀
樹
東
京
大
学
教
授
を
座
長
と
す

る
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

が
設
置
さ
れ
（
図
表
２
参
照
）、
昨
年
一
一
月
か
ら
検
討

が
開
始
さ
れ
た
。
今
後
、
金
融
商
品
取
引
法
、
会
社
法
、

取
引
所
規
則
に
よ
る
開
示
内
容
の
整
理
お
よ
び
開
示
の

日
程
・
手
続
に
応
じ
た
開
示
の
あ
り
方
、
非
財
務
情
報

の
開
示
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

〔図表２〕�　ディスクロージャーワーキング・グループ（平成
27年11月10日現在）

座　　長　神田　秀樹　　�東京大学大学院法学政治学研究科教
授

メンバー　石田　英和　　大阪ガス㈱財務部　担当部長
　　　　　石原　秀威　　新日鐵住金㈱財務部長
　　　　　上柳　敏郎　　弁護士（東京駿河台法律事務所）
　　　　　大崎　貞和　　㈱野村総合研究所主席研究員
　　　　　太田　洋　　　弁護士（西村あさひ法律事務所）
　　　　　大場　昭義　　�東京海上アセットマネジメント㈱代

表取締役社長
　　　　　小畑　良晴　　�一般社団法人日本経済団体連合会経

済基盤本部長
　　　　　川島　千裕　　日本労働組合総連合会総合政策局長
　　　　　神作　裕之　　�東京大学大学院法学政治学研究科教

授
　　　　　熊谷　五郎　　�みずほ証券㈱企画グループ・経営調

査部上級研究員
　　　　　黒沼　悦郎　　早稲田大学大学院法務研究科教授
　　　　　小足　一寿　　�三井住友信託銀行㈱執行役員業務部

長
　　　　　逆瀬　重郎　　㈱日立製作所財務統括本部顧問
　　　　　静　　正樹　　�㈱東京証券取引所取締役常務執行役

員
　　　　　関根　愛子　　日本公認会計士協会副会長
　　　　　永沢　裕美子　�Foster�Forum　良質な金融商品を育

てる会事務局長
　　　　　橋本　尚　　　�青山学院大学大学院会計プロフェッ

ション研究科教授
　　　　　原田　喜美枝　中央大学商学部教授
　　　　　山内　公明　　�日本証券業協会執行役　自主規制本

部長
オブザーバー　竹林　俊憲　　法務省民事局参事官
　　　　　髙野　寿也　　財務省大臣官房信用機構課長
　　　　　日置　純子　　�経済産業省経済産業政策局企業会計

室長
（敬称略・五十音順）
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四　

国
際
会
計
基
準
等
へ
の
対
応

１　

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
任
意
適
用
企
業
の
拡
大
促
進

　

国
際
会
計
基
準（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
の
任
意
適
用
企
業
は
、

関
係
者
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
成
果
も
あ
っ
て
着
実

に
増
加
し
、
昨
年
一
二
月
一
六
日
時
点
で
九
七
社
（
適

用
予
定
企
業
を
含
む
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

上
場
企
業
で
あ
る
九
三
社
の
時
価
総
額
は
約
一
一
七
兆

円
と
、
全
上
場
企
業
の
時
価
総
額
の
約
二
割
を
占
め
る

ま
で
に
至
っ
て
い
る
（
図
表
３
参
照
）。

　
「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
二
〇
一
五
」
に
お
い
て
は
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
任
意
適
用
企
業
の
拡
大
促
進
に
引
き
続
き
努

め
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
、

・
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
企
業
や
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
へ
の
移
行
を
検
討

し
て
い
る
企
業
等
の
実
務
を
円
滑
化
す
る
な
ど
の
観

点
か
ら
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
企
業
の
実
際
の
開
示
例
や

最
近
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
改
訂
も
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に

基
づ
く
財
務
諸
表
等
を
作
成
す
る
上
で
参
考
と
な
る

様
式
の
充
実
・
改
訂
を
行
う
、

・
昨
年
三
月
末
の
年
度
決
算
に
係
る
決
算
短
信
か
ら
、

「
会
計
基
準
の
選
択
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」

に
お
い
て
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
適
用
に
関
す
る
検
討
状
況
を

開
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い

て
分
析
を
行
い
、
適
用
状
況
の
周
知
を
図
る
、

こ
と
と
さ
れ
た
。  

　
「
会
計
基
準
の
選
択
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」

の
開
示
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
年
九

月
、
東
京
証
券
取
引
所
が
、
三
月
決

算
会
社
を
中
心
に
分
析
結
果
を
と
り

ま
と
め
公
表
し
た
。
約
二
〇
社
が
今

後
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
適
用
を
予
定
し
て
い

る
旨
を
記
載
し
て
お
り
、
前
述
の
九

七
社
と
合
わ
せ
れ
ば
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適

用
・
適
用
予
定
企
業
は
約
一
二
〇
社

と
な
る
。
今
後
も
東
京
証
券
取
引
所

と
連
携
し
て
分
析
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、「
金
融
行
政
方
針
」
に
お
い

て
は
、

・
企
業
会
計
基
準
委
員
会
（
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｊ
）
と
連
携
し
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に

関
す
る
わ
が
国
か
ら
の
国
際
的
な

意
見
発
信
の
強
化
と
日
本
基
準
の

高
品
質
化
に
向
け
た
取
組
み
を
進

め
て
い
く
、

・
日
本
公
認
会
計
士
協
会
や
財
務
会

計
基
準
機
構
等
と
連
携
し
国
際
的

な
分
野
も
含
め
た
経
済
社
会
の
幅

広
い
領
域
で
活
躍
で
き
る
会
計
人

材
の
確
保
に
係
る
取
組
み
を
促
進

す
る
、

こ
と
と
さ
れ
た
。

２　

国
際
会
計
人
材
育
成
の
取
組
み

　
「
金
融
行
政
方
針
」
に
お
い
て
取
り
組
む
こ
と
と
さ

〔図表３〕　日本におけるIFRS適用状況

※上場企業〔IFRS任意適用・
適用予定企業〕の時価総額
（平成27年11月末時点）は，
約116.87兆円であり，日本
の全上場企業の時価総額に
占める割合は，18.97%。

※　日本では，2010年3月31日以後終了する連結会計年度より，国際会計基準（IFRS）の任意適用を開始。
※２　World Federation of Exchangeより。データは2015年9月時点。1ドル＝120.08円換算。

IFRS任意適用・適用予定企業数（左軸）

2014年6月24日
「『日本再興戦略』改訂2014」
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れ
た
国
際
会
計
人
材
育
成
の
取
組
み
と
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
任

意
適
用
企
業
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
昨
年
一
一
月
に
開

催
さ
れ
た
企
業
会
計
審
議
会
第
三
回
会
計
部
会
（
図
表

４
参
照
）
に
お
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。
会
計
部
会
で

は
、
会
計
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、

・
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
任
意
適
用
企
業
の
拡
大
の
最
大
の
障
害

の
一
つ
と
な
り
か
ね
な
い
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
詳
し
い
人
材
の
裾
野
の

拡
大
に
向
け
て
、
企
業
と
、
監
査
人
・
日
本
公
認
会

計
士
協
会
双
方
に
お
け
る
さ
ら
な
る
取
組
み
の
必
要

が
あ
る
、

・
こ
の
た
め
、
企
業
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
基
づ

く
財
務
諸
表
を
適
切
に
作
成
す
る
た
め
の
取
組
み
・

体
制
の
一
層
の
強
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
、

・
ま
た
、
監
査
人
・
日
本
公
認
会
計
士
協
会
に
お
い
て

は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
企
業
の
増
加
に
対
応
し
て
、
監

査
が
さ
ら
に
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

適
用
企
業
の
増
加
傾
向
を
見
通
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
に
習
熟
し
た
公
認
会
計
士
の
育
成
・
確
保
の
取
組

み
の
一
層
の
強
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
、

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
国
際
会
計
基
準
に
つ
い
て
の
意
見
発
信
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
・
財
務
会
計
基
準
機

構
、
経
済
界
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
、
財
務
諸
表
利

用
者
、
そ
し
て
金
融
庁
な
ど
、
関
係
者
が
連
携
し
て
、

の
れ
ん
に
つ
い
て
の
会
計
基
準
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
の
積
極
的
な
意
見
発
信
を
行
っ
て
き
た
。
会
計
部
会

に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
意
見
発
信
に
関
連
し
て
、

・
取
組
み
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
際
的
な
場

で
効
果
的
に
意
見
発
信
で
き
る
人
材
を
途
切
れ
る
こ

と
な
く
輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

・
人
材
の
育
成
に
は
時
間
が
か
か
る
と
と
も
に
、
所
属

す
る
組
織
に
と
っ
て
も
貴
重
で
あ
り
外
部
に
出
し
に

く
い
人
材
と
な
る
こ
と
か
ら
、

・
企
業
・
監
査
人
・
利
用
者
等
の
関
係
者
が
中
長
期
的

な
観
点
に
立
っ
て
、
よ
り
多
く
の
人
材
の
育
成
に
取

り
組
み
、
人
材
の
厚
み
を
増
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
、

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

　

国
際
会
計
人
材
の
育
成
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
が
連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

企
業
会
計
審
議
会
会
計
部
会
に
お
い
て
も
、
必
要
に
応

じ
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
た
。

３　

日
本
基
準
の
高
品
質
化
に
向
け
た
取
組
み

　

日
本
基
準
の
高
品
質
化
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
企
業
会
計
基
準
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
三
月
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
一
五
号
「
顧
客
と
の
契
約
か
ら
生
じ
る
収

益
」
を
踏
ま
え
た
わ
が
国
の
収
益
認
識
基
準
の
開
発
に

向
け
た
検
討
に
着
手
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｆ

〔図表４〕�　企業会計審議会 会計部会（平成27年11月19
日現在）

氏　　名 現　　　　　　職

部 会 長 安藤　英義 専修大学大学院教授

委　　員 岡田　譲治 三井物産㈱監査役

釡　　和明 （公財）財務会計基準機構理事長
㈱IHI代表取締役会長

関根　愛子 公認会計士
辻山　栄子 早稲田大学商学学術院教授
西村　義明 住友理工㈱代表取締役会長
平松　一夫 関西学院大学商学部教授

弥永　真生 筑波大学ビジネスサイエンス系
教授

臨時委員 石原　秀威 新日鐵住金㈱財務部長
小野　行雄 企業会計基準委員会委員長

川島　千裕 日本労働組合総連合会総合政策
局長

窪田　真之 楽天証券経済研究所長

熊谷　五郎 みずほ証券㈱企画グループ・経
営調査部上級研究員

神津　信一 日本税理士会連合会会長
逆瀬　重郎 ㈱日立製作所財務統括本部顧問
谷口　岩昭 武田薬品工業㈱財務統括部長
徳賀　芳弘 京都大学経営管理大学院教授

野崎　邦夫 住友化学㈱代表取締役専務執行
役員

橋本　　尚 青山学院大学大学院会計プロ
フェッション研究科教授

万代　勝信 一橋大学大学院商学研究科教授
森　　公高 日本公認会計士協会会長
山澤光太郎 ㈱大阪取引所取締役副社長

�〔50音順，敬称略〕
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Ｒ
Ｓ
第
一
五
号
の
適
用
上
の
課
題
を
抽
出
・
分
析
し
、

さ
ら
に
、
課
題
の
適
切
性
や
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
広

く
意
見
を
求
め
る
手
続
を
行
う
な
ど
、
現
在
、
慎
重
に

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五　

東
芝
の
不
正
会
計
問
題
に
つ
い
て

１　

問
題
の
所
在
と
こ
れ
ま
で
の
対
応
に
つ
い
て

　

昨
年
二
月
、
東
芝
が
過
去
に
提
出
し
た
有
価
証
券
報

告
書
等
に
会
計
処
理
上
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
七
月
に
は
同
社
が
委
嘱
し
た
第
三
者
委
員
会
の
調

査
報
告
書
に
よ
り
、
東
芝
が
不
正
な
会
計
処
理
を
継
続

的
に
実
行
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
報

告
で
は
、
東
芝
に
お
け
る
会
計
問
題
の
直
接
的
な
原
因

と
し
て
、
経
営
ト
ッ
プ
ら
の
関
与
を
含
め
た
組
織
的
な

関
与
、
当
期
利
益
至
上
主
義
と
目
標
必
達
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
な
ど
、
ま
た
、
間
接
的
な
原
因
と
し
て
は
、
取

締
役
会
お
よ
び
監
査
委
員
会
に
お
い
て
内
部
統
制
機
能

が
働
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

同
年
九
月
、
東
京
証
券
取
引
所
は
、
東
芝
が
虚
偽
記

載
を
行
い
、
内
部
管
理
体
制
に
つ
い
て
改
善
の
必
要
性

が
高
い
と
し
て
、
特
設
注
意
市
場
銘
柄
に
指
定
す
る
と

と
も
に
、
虚
偽
記
載
に
よ
り
株
主
お
よ
び
投
資
家
の
信

頼
を
毀
損
し
た
と
し
て
、
上
場
契
約
違
約
金
の
徴
求
を

決
定
し
た
。
特
設
注
意
市
場
銘
柄
に
つ
い
て
は
、
一
年

の
間
に
内
部
管
理
体
制
の
改
善
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か

を
東
京
証
券
取
引
所
が
審
査
し
、
改
善
が
な
さ
れ
れ
ば

指
定
が
解
除
さ
れ
、
改
善
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に

は
上
場
廃
止
と
な
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
は
、
東
芝
に
係
る

虚
偽
記
載
に
つ
い
て
の
検
査
を
行
い
、
同
年
一
二
月
七

日
、
同
社
が
重
要
な
事
項
に
つ
き
虚
偽
の
記
載
の
あ
る

開
示
書
類
を
提
出
し
た
と
し
て
、
課
徴
金
納
付
命
令

（
約
七
三
億
円
）
を
発
出
す
る
よ
う
、
金
融
庁
に
勧
告
を

行
っ
た
。
金
融
庁
は
、
同
日
、
審
判
手
続
の
開
始
を
決

定
し
、
審
判
手
続
を
経
て
、
二
四
日
、
課
徴
金
納
付
命

令
が
決
定
さ
れ
た
。

　

東
芝
は
、
昨
年
八
月
に
新
経
営
体
制
お
よ
び
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
改
革
案
を
公
表
し
、
同
年
九
月
の
臨
時
株
主
総

会
に
お
い
て
新
経
営
体
制
を
選
任
し
た
が
、
そ
の
後
も

情
報
開
示
へ
の
取
組
み
な
ど
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
の
指
摘
も
受
け
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
東
芝
に

お
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
経
営
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
へ

の
取
組
み
が
行
わ
れ
、
実
効
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
確
立

す
る
と
と
も
に
、
株
主
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
開
示
・
説
明
が
行
わ
れ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２　

東
芝
の
会
計
監
査

　

東
芝
に
よ
る
開
示
書
類
へ
の
虚
偽
記
載
を
め
ぐ
っ
て

は
、
外
部
監
査
人
で
あ
る
新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人

に
対
し
て
、
公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
に
よ
る
監
査

法
人
の
業
務
運
営
体
制
に
対
す
る
検
査
お
よ
び
金
融
庁

に
よ
る
東
芝
の
個
別
監
査
に
お
け
る
虚
偽
証
明
等
に
つ

い
て
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
に
よ
る
検

査
に
お
い
て
は
、

・
理
事
長
な
ど
経
営
関
与
社
員
が
過
去
の
審
査
会
検
査

等
で
指
摘
さ
れ
た
事
項
に
対
す
る
改
善
策
を
組
織
全

体
に
徹
底
し
て
い
な
い
、

・
品
質
管
理
本
部
お
よ
び
各
事
業
部
等
も
指
摘
事
項
に

関
し
て
、
改
善
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
な
い
こ
と
に

加
え
、
改
善
策
の
検
証
態
勢
も
構
築
で
き
て
い
な

い
、

・
個
別
監
査
業
務
に
お
い
て
、
業
務
執
行
社
員
が
職
業

的
懐
疑
心
を
十
分
に
発
揮
し
て
お
ら
ず
、
監
査
証
拠

の
十
分
性
等
を
検
討
す
る
姿
勢
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
監
査
手
続
の
重
要
な
不
備
が
認
め
ら
れ

る
、

・
審
査
態
勢
が
、
監
査
チ
ー
ム
の
監
査
上
の
重
要
な
判

断
を
客
観
的
に
評
価
で
き
て
お
ら
ず
、
十
分
に
機
能

し
て
い
な
い
、

と
し
て
、
新
日
本
監
査
法
人
の
運
営
は
著
し
く
不
当
な

も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
し
、
一
二
月
一
五
日
、
金
融
庁

長
官
に
対
し
て
行
政
処
分
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
勧
告
が
な
さ
れ
た
。

　

金
融
庁
は
、
十
二
月
二
二
日
、

・ 

監
査
チ
ー
ム
が
長
期
間
東
芝
を
担
当
し
て
い
た
者
で

構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
東
芝
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
へ
の
過
信
が
生
じ
、
東
芝
側
の
説
明
に
対
し
て
職

業
的
懐
疑
心
を
発
揮
で
き
ず
、
十
分
に
検
証
し
て
い

な
か
っ
た
、

・ 

監
査
対
象
事
業
ご
と
に
分
業
体
制
で
監
査
を
進
め
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
情
報
共
有
や
連
携
が
う
ま

く
で
き
て
い
な
か
っ
た
、
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こ
と
な
ど
に
よ
り
、
新
日
本
監
査
法
人
が
、
東
芝
の
財

務
書
類
に
対
す
る
監
査
に
お
い
て
、
相
当
の
注
意
を
怠

り
、
虚
偽
証
明
を
行
っ
た
と
し
て
、
公
認
会
計
士
・
監

査
審
査
会
の
検
査
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
事
項
を
踏
ま

え
、
以
下
の
行
政
処
分
な
ど
を
行
っ
た
。

（
監
査
法
人
に
対
し
て
）

・
三
カ
月
の
新
規
契
約
に
係
る
業
務
停
止
命
令

・ 

課
徴
金
納
付
命
令
（
約
二
一
億
円
）
の
審
判
手
続
の

開
始

・
業
務
改
善
命
令

（
公
認
会
計
士
に
対
し
て
）

・ 

担
当
の
公
認
会
計
士
七
名
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
量

定
に
応
じ
て
六
カ
月
、
三
カ
月
ま
た
は
一
カ
月
の
業

務
停
止
命
令

六　

会
計
監
査
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会

　

こ
の
一
〇
年
余
り
の
間
、
米
国
に
お
け
る
エ
ン
ロ
ン

事
件
、
わ
が
国
に
お
け
る
カ
ネ
ボ
ウ
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
、

オ
リ
ン
パ
ス
の
不
正
会
計
問
題
等
、
会
計
を
め
ぐ
っ
て

は
大
き
な
事
件
が
相
次
い
だ
。
こ
の
た
め
、
米
国
に
お

い
て
は
、
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ク
ス
リ
ー
法
の
制
定
や
米

国
公
開
会
社
会
計
監
査
委
員
会
（
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｂ
）
の
設

立
が
、
ま
た
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
公
認
会
計
士
法
の

改
正
に
よ
る
公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
の
設
立
、
品

質
管
理
基
準
の
制
定
、
内
部
統
制
報
告
制
度
の
導
入
、

不
正
リ
ス
ク
対
応
基
準
の
制
定
と
い
っ
た
累
次
の
取
組

み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
新
規
株
式
公
開
を
め
ぐ
る

会
計
上
の
問
題
や
東
芝
の
不
正
会
計
を
契
機
と
し
て
、

改
め
て
会
計
監
査
の
信
頼
性
が
問
わ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
こ
の
た
め
、
経
済
界
、
学
者
、
公
認
会
計
士
、

ア
ナ
リ
ス
ト
な
ど
関
係
各
界
の
有
識
者
か
ら
提
言
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
会
計
監
査
の
在
り
方
に
関

す
る
懇
談
会
」（
以
下
「
懇
談
会
」
と
い
う
。
図
表
５
参
照
）

が
設
置
さ
れ
た
。

　

懇
談
会
に
お
い
て
は
、
関
与
公
認
会
計
士
の
力
量
、

監
査
法
人
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
会
計
監
査
の
手
法
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
当
局
に
よ
る
検
査
等
の
第
三
者
の

眼
、
監
査
先
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
各
種
基
準
・
実
務

指
針
な
ど
、
幅
広
い
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、

各
論
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
行
わ

れ
、
わ
が
国
の
会
計
監
査
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
課

題
に
つ
い
て
提
言
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
、
事
務

局
と
し
て
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

七　

お
わ
り
に

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
現
在
、
企
業
開
示
行
政
の
直
面

す
る
、
企
業
統
治
・
情
報
開
示
・
企
業
会
計
・
会
計
監

査
に
お
け
る
主
な
課
題
に
つ
い
て
、
昨
年
に
お
け
る
取

組
内
容
や
今
後
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

昨
年
は
、
こ
れ
ら
、
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
大

き
な
変
革
が
あ
っ
た
年
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
本
年

も
、
引
き
続
き
、
各
分
野
に
お
け
る
さ
ら
な
る
取
組
み

が
求
め
ら
れ
る
よ
り
大
き
な
変
革
の
年
に
な
る
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
。
金
融
行
政
方
針
で
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
と
お
り
、
金
融
と
は
、
身
体
を
め
ぐ
る
血
液
の
よ

う
な
も
の
で
あ
り
、
資
金
が
適
切
に
供
給
さ
れ
て
い
く

こ
と
で
、
経
済
成
長
や
国
民
の
生
活
の
向
上
が
図
ら
れ

る
。
そ
の
重
要
な
基
盤
を
な
す
開
示
、
会
計
、
監
査
、

企
業
統
治
が
経
済
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
し
っ
か
り
と

機
能
し
て
い
く
よ
う
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
課
題
に
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
田た

原は
ら

泰や
す

雅ま
さ
）

金
融
庁
総
務
企
画
局
企
業
開
示
課
長
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